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とき／ 11 月 20 日（日）開場 14 時　開演 15 時
ところ／アクシスかつらぎ　大ホール
料金／【全席指定】一律 500 円
　　　※未就園児の入場はご遠慮ください。
　　　※この公演は静岡県の助成金を受けています。
チケット発売場所／アクシスかつらぎ（055-948-0225）
　韮山時代劇場（055-949-8600）

問観光文化課（アクシスかつらぎ）
☎ 055-948-0225

海瀬京子さん

　

県
内
35
市
町
、
37
チ
ー
ム
が
郷
土
の
誇

り
を
か
け
て
競
い
合
い
ま
す
。
市
選
手
団

は
、
７
月
か
ら
厳
し
い
練
習
を
積
み
重
ね
て

き
ま
し
た
。
一
生
懸
命
走
る
選
手
た
ち
に
、

皆
さ
ん
の
熱
い
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
今
大
会
は
、
感
染
症
対
策
の
た
め
、
沿
道

で
の
応
援
は
せ
ず
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な

ど
か
ら
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
／
12
月
３
日（
土
）10
時
ス
タ
ー
ト

コ
ー
ス
／
12
区
間
、
42
・
１
９
５
㎞（
県
庁

前
〜
静
岡
市
内
〜
草
薙
陸
上
競
技
場
）

放
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
／

●
大
会
事
前
番
組

○
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ『
ふ
く
わ
う
ち
』内

11
月
15
日（
火
）15
時
20
分
〜
５
分
間

大
会
の
抱
負
・
チ
ー
ム
状
態

　

な
ど
を
語
り
ま
す
。

●
大
会
中
継（
12
月
３
日
）

○
Ｓ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ（
生
中
継
）

　

９
時
30
分
〜
12
時
50
分

　
（
ニ
ュ
ー
ス
の
た
め
中
断
有
）

○
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ（
完
全
生
中
継
）

　

９
時
45
分
〜
13
時

問
生
涯
学
習
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

自
宅
か
ら
選
手
た
ち
を
応
援
！

第
23
回

9 月 25 日　「クリーンセンターいず」火入式を開催

 伊豆の国市と伊豆市が共同で建設を進めている新ご

み処理施設「クリーンセンターいず」（伊豆市佐野）

で、施設の安全を祈願するため、焼却炉に初めて火を

入れる火
ひ い れ し き

入式が開催されました。火入式では、伊豆の

国市長、伊豆市長、組合議会議長らがスイッチを押し

て焼却炉の点火を行いました。今後、12月末まで焼

却試験による施設の性能確認を行い、令和５年１月４

日（水）から施設の本格稼働を開始します。 山下市長ら関係者がスイッチを押して点火

　大河ドラマ館の入館者数が、13 万人に達しました。

大河ドラマ『鎌倉殿の 13 人』のタイトルにちなんだ

13 万人目の来場者は、東京都から友人と訪れた、齋

藤貢一さん。齋藤さんは、「妻と大河ドラマを見ていて、

おもしろいのでドラマ館を訪れたくなった。また来年

も伊豆の国市を訪れたい」と話しました。大河ドラマ

館では、メイキング映像の上映、キャスト紹介パネル

などの展示を行っています。ぜひ、お越しください。

9 月 27 日　大河ドラマ館入館者数が 13万人を達成

入館者 13万人目に記念品贈呈

入館者 13 万人目の齋藤さんと友人で記念撮影

本から歴史と文化財を学ぶ

配架された本を手に取る生徒たち

9 月 21 日　歴史・文化財関係の図書を配架
若者の力で花を咲かせる
9月 12日～ 15 日　大仁梅林で実習を実施
　静岡県立田方農業高等学校の 2 年生 11 人が、大

仁梅林で就業体験として、剪
せ ん て い

定の実習を行いました。

大仁梅林管理委員会の金子委員長は、「梅林整備を行

うメンバーの高齢化が進んでおり、若者の力を活かす

ために就業体験を初めて受け入れた。花の咲く時期に

訪れて今回の成果を見て欲しい」と話しました。

　大仁梅林では、令和 5 年 2 月 19 日（日）に「おお

ひと梅まつり」の開催が予定されています。 日頃の勉強の成果を腕試し

スポーツでエジプトに笑顔を
9月 13日　青年海外協力隊の川口さんが出発を報告

　青年海外協力隊としてエジプトに派遣される伊豆の

国市出身・在住の川口もみじさんが、出発の報告の

ため市長を訪れました。川口さんは2年間エジプトに

滞在し、環境の整っていない国でのソフトボールの普

及、技術向上、交流のために活動します。市長は「世

界を広げて、多くの経験をするいい機会」と話し、川

口さんは「スポーツの楽しさを伝えたい。帰国後は、

国際教育に携わりたい」と意気込みを語りました。グータッチで川口さんを激励

伊藤さんにお祝い状の贈呈

9 月 15 日　市長が長寿者をお祝い訪問

「敬老の日」感謝とお祝い

　長寿祝い事業として、今年度 100 歳を迎える市民

23 人に、社会の発展に寄与したことのご功労と感謝

を込めてお祝い状と記念品を贈呈しました。対象者の

うち、10 人を市長が訪問しました。記念品を受け取っ

た伊藤はなさんは「毎週の体操と庭の畑仕事が日々の

楽しみ。次の目標は 120 歳」と笑顔を見せ、市長は「本

当におめでたいこと。今の市があるのも皆さんのおか

げ」とお祝いの言葉を述べました。

　市教育委員会は、市内の小中学校に、歴史・文化財

関係の図書約 900 図書を配架しました。これは、市

の歴史や文化財について、調べ学習の充実や知識を深

めることを目的に実施しました。大仁中の図書室では、

気軽に手に取れるよう時代別に配架されています。同

中図書委員長の川口さんは、「漫画など、読みやすい

本もたくさんある。みんなに地域の歴史を知るチャン

スだと伝えたい」と、話していました。

新ごみ処理施設、稼働に向け安全祈願


